
                                       
                                                     

「第１回 ノウフクランチ＆こしゃたなマルシェ in 庄内総合支庁」の開催 
 

    農福連携の推進及び福祉事業所等製品の普及を目的とする庄内独自の標記

事業について、今年度から庄内総合支庁内外で本格実施します。 

福祉事業所等の皆さんが生産に携わった農作物や様々な製品を地域の皆さ

んに「知ってもらう」ことで、「農福連携への理解促進」、「ＳＤＧｓの取

組推進」及び「エシカル消費の啓発」につなげていきます。 
  
 【事業概要】 

  １ ノウフクランチ 

  （１）日 時 

      令和５年７月 25日（火）～７月 27日（木）午前 11時～午後２時 

  （２）場 所 

   庄内総合支庁食堂（受託業者：株式会社庄内給食センター） 

   （３）内 容（別添チラシ参照） 

農福連携の取組により生産された農作物を使用した日替りランチ 

の提供（数量限定：各日 80食程度） 
※ 日替りランチ以外の通常メニューにも農福連携の農作物を使用 

   （４）参加事業所 

      就労継続支援事業所７事業所 

   （５）販売方法 

当日、食券を購入し、カウンターで引換え 

（一般のお客様も利用可能） 

   （６）今後の開催予定 

      複合商業施設の食堂など、庄内総合支庁食堂以外でも随時開催 

  ２ こしゃたなマルシェ 

  （１）日 時 

      令和５年７月 25日（火）～７月 27日（木）午前 11時～午後１時 

  （２）場 所 

   庄内総合支庁ロビー 

   （３）内 容（別添チラシ参照） 

福祉事業所等製品（菓子・パン類、クラフト製品及び野菜等）の販売会 

   （４）参加事業所 

      就労継続支援事業所 14事業所及び酒田特別支援学校 

（５）今後の開催予定 

      道の駅など、庄内総合支庁ロビー以外でも随時開催 
   

 
   ○ 農福連携とは 

障がい者等が農業分野で活躍することを通じ、自信や生きがいを持って社会参画を実現していく取組。 
このことにより、障がい者等の就労や生きがいづくりの場を生み出すだけでなく、担い手不足や高齢化

が進む農業分野において、新たな働き手の確保につながる可能性もあります。 
   ○ エシカル消費とは 

地域の活性化や雇用などを含む、人・社会・地域・環境に配慮した消費行動。 
 

 
 

担当：地域保健福祉課 
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庄内総合支庁長記者懇談情報提供項目 

 令和５年６月２８日（水） 

保健福祉環境部地域保健福祉課 

写真：令和４年度の日替りランチの例 


